
Ｐ.

(試験条件) 三相平衡状態で３相同時に電圧を下げる

１）不足電圧 (試験条件) 動作値整定：最大､動作時間整定：最小、電圧：定格→整定値×９０％（最小整定は３回測定）

２）欠相 (試験条件) 動作値整定：最大､動作時間整定：最小、電圧：定格→１相ずつ欠相させる（最小整定は３回測定）

３）反相 (試験条件) 動作値整定：最大､動作時間整定：最小、電圧：定格→２相ずつ逆相にする（最小整定は３回測定）

２．電源開閉試験 制御電源入切、低下、上昇にて不動作を確認する。

３．強制動作試験 強制動作にて表示、接点出力を確認する。

４．ランプテスト ランプテストにてパネル表示を確認する。

５．自動監視試験 常時監視異常検出動作、点検動作にて異常の無い事を確認する。
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